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1Ⅰ　はじめに
　中国では長期にわたって，経済の急成長に伴
う膨大なエネルギーの生産と消費を化石燃料に
依存してきたため，深刻な環境問題に直面して
いる。とりわけ，2013年から全国各地で大気汚
染が深刻化しており，北京などではPM2.5（粒
径2.5μm以下の微小粒子状物質）による大気汚
染が顕在化し，中国社会を揺るがす大きな問題
になっている。これらの大気汚染源は石炭中心
の化石燃料に起因するもので，いかに一日も早
く石炭中心のエネルギー構造から脱却し，エネ
ルギーの多元化を実現するかが，環境問題の抜
本的改善策のカギを握っている。
　中国の再生可能エネルギーの発展は，単なる
化石燃料の代替や二酸化炭素排出量の削減とい
うエネルギーの構造問題だけではなく，日々増
大しているエネルギーの安全保障とクリーン
エネルギーによる低炭素社会の実現とともに，
そして，日本の福島原発事故以降の世界的に高
まっている再生可能エネルギーの開発競争の中
で，如何に優位に立つかという戦略的目標の意
味を同時に併せもっている。
　ここ数年，中国は長期的に安定したエネル
ギーの生産と供給を確保するため，原子力と再
生可能エネルギーおよびその他の非化石エネル
ギーの開発と利用に力を入れている。とりわけ
再生可能エネルギーの開発・利用については，
エネルギーの安全保障と大気汚染対策という
二重圧力を同時に解決できる切り札として，そ
の開発・利用に全力をあげている。これは，中
国が2009年のコペンハーゲン・COP15におい
て提出した2020年までにGDP1 万元当たりの
CO2 排出量を2005年に比べ40 ～ 45％削減する
という約束を守れるかどうかにも関わる問題で
ある。
　現在世界各国では，再生可能エネルギー開発
をグリーン経済戦略における中心的な課題とし
て重要視している。特に発展途上国では，農村
部にエネルギーへのアクセスを提供する点で
も注目されている。現在中国は再生可能エネル
ギーの開発規模が最も大きい国として，水力発
電や風力発電では世界の先頭を走っており，す
でに米国に次ぐ世界第 2 位の再生可能エネル
ギー発電大国として，その動向が注目されてい
る。
　本稿では，こうしたことを踏まえ，現在中国
で精力的に推進されている再生可能エネルギー
の現状と問題点を概観し，その発展要因と課題
について検討し考察することにする。
Ⅱ　中国の再生可能エネルギー概観
　 1．急成長する再生可能エネルギー
　中国の再生可能エネルギーの開発は，近年急
成長をみせている。BPの年鑑によると，2012年
の世界の総発電量に占める再生可能エネルギー
の発電量は4.7％を占め過去最高となっている
が，特に，水力発電と風力発電の増加は目覚ま
しく，水力発電は世界エネルギー消費の6.7％を
占めている。その中で，特に中国の水力発電が
目立っている。中国はここ10年間において世界
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の水力発電の増加量の半分以上を占めている。
とりわけ2012年には過去最大となる23％の伸
び率を記録している。また，2012年の世界の再
生可能エネルギー発電量の増加分の半分以上を
中国の風力発電が占めている。現在中国は再生
可能エネルギー発電量の増加を促進する主要な
力になりつつある 1 ）。
　このほどの中国電力企業連合会の報告書に
よると，「中国の発電設備容量は2013年末には
約12億3,000万kWに達する見通しで，発電設
備規模では世界最大となる。そのうち，再生可
能エネルギーは 3 億6,000万kW（29.2％），火力
発電は 8 億6,000万kW（69.9％），原子力発電は
1,461万kW（1.2％）に達する」と予想されてい
る。当報告書によると，2013年の発電設備容量
は約9,000万kW増となるが，そのうち，再生可
能エネルギーは約4,700万kW増となり，通年
の発電設備容量の増加分の過半数を占めること
になるとしている。『自然エネルギー世界白書 
2012』（REN21）によると，2011年末の時点で，
世界の再生可能エネルギーの新規導入量・生産
量では，中国，アメリカ，ドイツ，イタリア，イ
ンドの 5 カ国が上位を占めているが，中国が新
規導入量の 4 つの分野で第 1 位を占めている。
（表 1 参照）
　さらに，2011年末現在，中国の再生可能エネ
ルギーの発電容量は約282GWで，世界最大で
あるが，その 4 分の 1 にあたる70GWは，水力
発電以外の自然エネルギーによるものである。
（図 1 参照）自然エネルギー発電設備容量上位
7 カ国をみると，中国，米国，ドイツ，スペイン，
イタリア，インド，日本が世界全体の70％を占
めているが，1 人当たりの自然エネルギー導入
量においてはドイツを筆頭に，スペイン，イタ
リア，米国，日本，中国，インドの順になってい
る 2 ）。
表 1　再生可能エネルギーの新規導入量／生産量の上位 5カ国
 項目
順位
新規設備
への投資
水力発電
の新設
太陽光発電
（PV）の新設
風力発電
の新設
太陽熱温水／
暖房の新設
バイオディー
ゼル生産量
エタノール
生産量
1 位 中国 中国 イタリア 中国 中国 米国 米国
2 位 米国 ベトナム ドイツ 米国 トルコ ドイツ ブラジル
3 位 ドイツ ブラジル 中国 インド ドイツ アルゼンチン 中国
4 位 イタリア インド 米国 ドイツ インド ブラジル カナダ
5 位 インド カナダ フランス 英国／カナダ イタリア フランス フランス
出所）REN21『自然エネルギー世界白書2012』（日本語版），p.13より。
注）上位 5 カ国の順位は2012年のものである。
出所）REN21『自然エネルギー世界白書2012』（日本語版），p.16より。
図 1　自然エネルギー発電設備容量上位 7カ国（水力を除く，2011 年）
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　 2．再生可能エネルギーの開発動向
　再生可能エネルギーは，現在世界で最も急速
に成長している発電セクターである。2013年 6
月26日の国際エネルギー機関（IEA）のレポー
トによると，2016年までに，世界の水力，風力，
太陽光及びその他の再生可能エネルギー発電が
天然ガス発電を越え，原子力発電の 2 倍になる
だろうと予測しており，今後 5 年間で再生可能
エネルギー発電が40％増加すると予測してい
る 3 ）。
　中国の清華大学気候政策研究センターがま
とめて，最近出版した低炭素発展青書『中国低
炭素発展報告（2013）』によると，中国は第12次
5 ヵ年計画期間（2011 ～ 2015年）に再生可能エ
ネルギーの高成長期を迎える。この期間中，中
国は再生可能エネルギー開発・利用の中心を賦
存量の大きい水力と風力に置き重点的開発する
が，2015年まで再生可能エネルギーの一次エネ
ルギー消費に占める比率を2011年の 8 ％から
9.5％に引き上げるとしている。そして 5 年間に
新規開発する再生可能エネルギー発電設備容量
を1.6億kW（大規模水力6,100万kW，風力7,000
万 kW，太陽光 2,000 万 kW，バイオマス 750 万
kW）とし，発電電力量に占める再生エネルギー
の比率を20％以上引き上げるとしている。同時
に，分散型再生可能エネルギー発電設備を積極
的に導入し，小規模発電網の整備を急ぐことを
提起している。
　この目標に向かって，中国は再生可能エネル
ギーの発展に，約 1 兆8,000億元を投資するこ
とになるが，これは第11次 5 ヵ年計画期間に比
べ37.5％の増加となる。その内訳をみると，水
力発電建設の資金需要は約8,000億元（44.4％），
風力発電は約5,300億元（29.4％），太陽エネル
ギー発電設備は約2,500億元（13.3％），各種バ
イオマスエネルギーは約1,400億元（7.8％），そ
の他が800億元（4.5％）となっている。そして，
2015年には中国の再生可能エネルギーの総利
用量は 2010 年の 2.86 億 tce（標準炭換算トン）
に比べ67％増（1.92億tce増加）の4.78億tceに
達することになると想定されている。
　2011年現在，中国の非化石エネルギーは一次
エネルギー消費に占める比率が 8％で，これは
年間のCO2 排出量を 6 億トン以上削減したこ
とになる。中国は新エネルギーと再生可能エネ
ルギーを積極的に発展させ，「第12次 5 ヵ年計
画期間」末期の2015年には，非化石エネルギー
消費について，一次エネルギー消費に占める
比率を11.4％に，また非化石エネルギー発電ユ
ニットの比率を30％にする計画内容となって
いる 4 ）。そして，総発電容量に占める再生可能
エネルギーの比率を2020年までに 3 割に高め
出所）『経済産業省・資源エネルギー庁－中国別添 1 資料』2014年 4 月，p.1より。 
http://www.enecho.meti.go.jp/appli/advertisement/140207w/pdf/3-2.pdf
図 2　中国の一次エネルギー供給・発電電力量の構成（2010 年）
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ることを方針としている。
　しかし，中国のエネルギーの全体構成から
みると，図 2 でわかるように，再生可能エネル
ギーの一次エネルギー供給に占める比率はわず
か 9％程度である。その反面，石炭の比重はい
まだ68.5％（2012年）と非常に高いシェアを占
めている。発電電力量の構成（2010年）をみる
と，石炭が78％，天然ガスが 2％，水力が17％，
原子力が 2％を占め，約 8 割を石炭に依存して
いることがわかる。しかも，エネルギー利用効
率は非常に低い。中国のGDP単位あたりのエネ
ルギー消費量は世界平均の 2 倍以上で，2010年
の全国の鉄鋼，建材，化学工業等の産業の生産
額単位あたりエネルギー消費比率は，先進諸国
のレベルより10 ～ 20％高いといわれている。
Ⅲ　再生可能エネルギーの開発現状と
問題点
　 1．成長著しい水力発電
　中国では再生可能エネルギーの発展におい
て，「クリーンエネルギーをエネルギー発展戦
略の中心的な課題として，水力発電を大々的に
発展させ，原子力発電を安全かつ効率的に発展
させ，風力発電を効果的に発展させ，太陽エネ
ルギー・バイオマスエネルギー・地熱等の新エ
ネルギーによる発電を積極的推進する」という
方針のもとで再生可能エネルギーの開発・利用
を推進している。なかでも特に資源的，経済的，
技術的に比較優位を持っている水力発電，風力
発電，太陽光発電が重点的に推進されている。
　水力発電は最も中核的な産業として，第12
次 5 ヵ年計画期間（2010 ～ 15 年）中に，60 あ
まりの重点水力発電プロジェクトが着工され
ている。中国は水力エネルギー資源に恵まれて
おり，技術開発可能量では世界第 1 位の 5 億
4,200万kWを有している。これを発電量で計
算すると，2011年時点で水力発電の開発レベル
は30％以下で，なお比較的大きな開発余力を有
している。2020年までに非化石エネルギーの
消費比率を15％に引き上げるという目標を達
成するには，半分以上を水力発電に頼らなけれ
ばならず，2015年までに，中国の水力発電所設
備容量は 2 億9,000万kWに達する見込みであ 
る 5 ）。
　2011年の世界の水力発電設備容量は970GW
であったが，そのうち，中国が212GWと世界
一の水力発電設備を有し，世界全体の22％を
占めている。さらに，2011年の新規設置容量の
25GWのうち，その50％を占める12.3GWは中
国が新設して世界第 1 位となっている。中国政
府は第12次 5 ヵ年計画期間中の2015年までに，
出所） IEA『再生可能エネルギ ・ーエッセンシャルズ：水力発電』（日本語版）2010年，p.2より。
（Data source: IEA Electricity Information 2010）
図 3　世界の水力発電電力量の多い上位 10ヵ国（2008 年）
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水力発電として300GWを設置する目標を揚げ
ている。また，2012年 7 月には，完成に約10年
を要した大プロジェクトであった三峡発電所 6 ）
における大型発電ユニット32基の最後の 1 基
（0.7 GW）の稼動が開始され，総発電量22.5GW
の世界最大の水力発電所が完成することになっ
た。
　2012年の電力企業サミットから得た情報に
よると，過去10年間で中国の新エネルギーは急
増し，風力発電の設備容量は118倍増（年間平
均増加率は60％以上），太陽光発電設備容量は
67倍増（年間平均増加率は50％以上）の水準と
なっている。現在，中国の水力発電設備容量と
風力発電設備容量は共に世界第 1 位となってい
る。
　水力発電は，CO2 の排出が最も少なく，地球
環境への影響も小さいため，中国が直面してい
る深刻な環境問題への圧力を和らげる面では重
要な意味を持っている。また，雇用の受け皿と
しても注目されている。中国には水車製造企業
が 1 千社以上あるが，これらの企業は雇用の受
け皿としても重要な役割を果たしている。
　しかし，その一方で，大きな問題も抱えてい
る。一般的に大型水力発電建設は大量の人口移
動や水土流失，生態環境への影響など深刻な
問題を伴う。そのため，生態環境コストや社会
コスト，補修コストなどを考えると水力発電
は，実際には，極めて高いコストを要するエネ
ルギーといえる。また，大型水力発電は大量の
貯水を必要とするため，これは往々にして下流
の干ばつを代償とするものが多い。「三峡ダム」
を例にみても，この点は明らかである。まず周
辺に住む数100万人の住民が故郷を離れ大移動
を余儀なくされ，600キロメートルにもおよぶ
沿岸地域の自然環境と生態系に深刻な影響を
与え，再び取り戻すことのできない深刻な状態
におかれている。また，ダム式水力発電は大量
の貯水を必要とするため，上流の広域面積の水
没，ダム下流河川の枯渇と干ばつなどを代価と
する。そして，自然の流れを遮断したことによ
る魚や小動物など生態系への悪影響も大きい。
すでに長江流域の船の運航には障害などが出て
いると言われている。
　また，中国には僻地に住む約500万人の人々
がいまだに電力系統にアクセスできていない状
況におかれている。そのため，単なる大型水力
発電プロジェクトや他の発電方式による新しい
送電線を新敷設するよりも，如何に地域の河川
を利用した経済的なピコ水力（5kW未満）とミ
ニ水力（4MW以下）にもとづく水力発電の導
入を普及するかが大きな課題となっている。特
にピコ水力は，中国での従来の火力発電（石炭
が主流）よりも発電コストが低く，かつ風力，
太陽光，ディーゼルによる発電コストよりも安
い。
　 2．急拡大する風力発電
　中国の風力発電は，水力発電に次ぐ最も開発
すべき新エネルギーとして，再生可能エネル
ギーの中心的な位置に置かれている。風力は，
太陽エネルギーやバイオマスに比べ，資源の制
約を受けにくく，開発コストが比較的に安いこ
とから大規模開発に適する潜在能力が最も高い
新エネルギーとして注目されている。
　中国は風力エネルギー資源が豊富で，開発で
きる陸地の風力エネルギー資源は23億8,000万
ｋＷ，また開発可能な海上の風力エネルギー資
源は約 2 億ｋＷの水準に達している。第11次
5 ヵ年計画（2006 ～ 2010年）の期間中，中国の
風力発電設備容量は毎年倍増したが，2010年
には3,448万kWに急増し，2011年には6,236万
kW，さらに 2012 年には 7,532 万 kW の水準に
まで達したが，これは 7 年前の2005年の186万
kWの40倍以上に相当する。その結果，風力発
電設備容量は2010年末の時点で，すでに世界第
1 位にランクしている。
　中国の風力エネルギーは，主として 2 つの大
きな風が強く吹く地区に分布しており，沿海の
風が強く吹く地区は，主として東南沿海及び島
嶼，遼寧と山東半島に存在している。年間有効
風力エネルギー出力密度は200W/m2 以上で，
北部の風が強く吹く地区は主として新疆から甘
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粛を経て内蒙古高原に至る一帯で，風力エネル
ギー出力密度は200 ～ 300 W/m2 以上となって
いる。他に一部内陸地区にも比較的豊富な風力
エネルギー資源があるが，風力エネルギー出力
密度は一般に100 W/m2 以下となっている。
　中国の陸上風力発電技術の開発・利用の潜在
力は極めて大きい。風力開発利用技術も基本的
に成熟しており，現在の規模を備えた実際の供
給能力を形成することが実現可能である。中国
は近年，とりわけ風力開発に力を入れてきた結
果，より完備した国際的競争力を持つ風力発電
産業体系が確立されつつあり，風力発電を世界
の上位に位置づけている。世界風力エネルギー
協会がまとめた2011年の世界の風力発電設備
状況のリポートによると，2011年の世界の風力
発電設備容量は約 2 億 3,800 万 kW で，2001 年
の設備容量（約 2,400 万 kW）の 10 倍に急増し
ている。その中で，中国は世界で最も設備容量
が多い国として，全体の約 4 分の 1 の6,300万
kWを占めており，以下にはアメリカの4,700万
kW，ドイツの2,900万kWが続いている。
　アメリカは風力発電を「成長著しい世界的産
業」として位置付け，オバマ政権の優遇策を背
景に2011年の 1 年間だけで新設容量は前年比
31％増の約680万kWに急増し，風力発電への
投資額も140億ドル（約 1 兆 1 千億円）の水準
にのぼっている。しかし，風力設備容量世界第
1 位を誇る中国では，同年の新設容量はアメリ
カの水準をはるかに超え，約 3 倍弱の1,800万
kWに達し，世界全体の新設風力設備容量の約
4 割を占めるに至っている 7 ）。
　中国国家風電情報管理センターの統計による
と，2012年末時点の中国の風力の系統連系設備
容量は 6,266 万 kW（2011 年から 1,482 万 kW 増
加，31％増），年間発電量は1,008億kWh（2011
年より41％増）に達し，風力発電量は中国の系
統連系発電量の約 2％に相当する。これは同量
の電力を中国の火力発電で行った場合に比べ，
標準炭約3,286万トン，水資源 1 億6,700万トン
を節約し，二酸化炭素8,434万トン，二酸化硫黄
22万8,000トン，煤煙 4 万トン，窒素酸化物24
万2,000トンの排出を抑制したことになる。
　国家能源局の情報によると2012年末時点で，
中国の全土には合計1,445カ所の風力発電所，5
出所）世界風力エネルギー協会（GWEC・Global Wind Energy Council）2012年より。
http://blog.goo.ne.jp/fun energy/e/2014/10/14
「各国の風力発電・設備容量の推移2012」
図 4　世界各国の風力発電設備容量の推移（2012 年）
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万2,827基の風力発電ユニットが建設されてい
る。そして，中国の風力発電の投資及び建設に
は全国の風力発電開発企業50社余りの傘下に
ある事業会社1,300社が関与している。
　中国は，洋上風力発電においても世界の第 3
位を誇っている。国家エネルギー局によると，
2012年末の中国の洋上風力発電系統連系設備
容量は30万kWで，英国の295万kW，デンマー
クの92万kWに次いで世界第 3 位となってい
る。中国の洋上風力発電は390MWで，洋上風
力発電容量の短期目標は，2015年までに5,000 
MW，2020 年までに 3 万 MW に達することが
課題となっている。
　中国の風力発電開発の動向としては，「中国
風力発電発展ロードマップ2050」8 ）があげられ
るが，同報告書によると，中国は2050年までに
風力発電の設備容量を 10 億 kW に拡大し，中
国国内の電力生産に占める風力発電の比率を
2012年現在の 2 ％から2050年には17％に引き
上げるという提案がなされている。
　現在，中国の風力発電と関連産業の発展は目
覚ましい。その一方で，問題も山積している。
まず，設備の導入が急速に進む一方で，系統連
系ができていない設備が多い。実際，中国全土
で約500万kW分もの風力発電設備が送電網に
電気を送っていない状態にある。これは，設備
容量 1kW当たりの建設コストを仮に 1 万元と
すれば，500億元（約6,500億円）の資金が無駄
になっている計算になる。その他の問題として
は，政府による振興策などにより，多くの地方
で設備の拡大が進んだことで設備過剰が生じて
おり，「風力バブル｣化を招いている。さらに，
発電設備の倒壊や部品の故障などが増えるなど
品質面での問題も目立っている 9 ）。
　 3．急伸する太陽光発電
　中国の再生可能エネルギーの重点は大型水力
発電と風力発電で，そのため，太陽光発電はそ
れほど進んでいない状況にある。しかし，2010
年からのここ 2 年間ほどで開発が急伸し，2012
年時点で累積設備容量が830万kWに達し，ド
イツとイタリアに次ぐ世界第 3 位となってい
る。
　太陽光エネルギーはその総量が膨大なうえ
（地球が受ける太陽光 1 時間分で，全世界の使
用エネルギーをまかなうことが可能），枯渇し
ない資源として注目されている。また，石油の
ような資源の偏り（地域差）が少なく，世界中
のどこでも利用可能であり，原油のように市況
や為替などで大きな価格変動を起こすことも
なく，価格が安定しているというメリットがあ
る。さらに発展途上国の急激な発展で，化石燃
料の価格上昇による資源の奪い合いなどから脱
却する意味でも注目されている。
　太陽光発電システムは，発電機を使わずに太
陽光をそのまま電気エネルギーへ変換できるた
め，ほかの再生可能エネルギーに比べ，その設
置のための制約が少なく，費用も低く，一般消
費者でも設置しやすいというメリットがある。
従って，普及拡大を目指す分散型発電モデル
「民間発電設備」としても適している。しかし，
設備の設置と発電のコストはまだ高く，爆発的
な市場成長には至っていない。
　太陽電池市場を牽引してきたのは欧州であ
る。2004年からドイツが固定価格買い取り制度
（FIT）10）を実施したことにより，欧州で太陽光
発電ブームが起こった。しかし，2008年の経済
不況および各国・地方政府が急きょ補助額を減
らしたため，好況から一転して太陽電池の価格
は急速に低下した。その時点までに技術をリー
ドしていた欧州や日本のメーカーは価格競争力
不足で，中国と台湾に追い上げられ「市場は欧
州と日本，生産はアジア」という局面になった。
　中国は，太陽光発電の導入量を飛躍的に高め
ようと，2013年の太陽光発電の導入目標を一気
に10 GWと設定したが，これは第12次 5 ヵ年
計画期間中の導入目標 5GWの倍増という極め
て高い目標である。2012年末時点での累計導
入量が 7 GWに比べると，わずか 1 年間でそれ
を超える量を導入するという意欲的な目標で
ある。太陽光発電の先進国であるドイツですら
2012年の 1 年間の導入量は7.6 GWであること
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を考えると，如何にも膨張した目標であるかが
うかがえる。
　さらに『中国太陽光の未来－中国太陽光発電
政策ロードマップ予備報告』白書には，中国は
太陽光発電を加速させ，2020年までに国内太陽
光発電市場を30GWへ発展させると明記してい
る。その背景には，世界各国で注目されている
ソーラー発電開発の激しい競争状況と日本の福
島原発事故以降の中国におけるエネルギー構造
の調整と安全保障の意図が読み取れる。
　中国では，太陽光発電の導入量を増やすため
様々な政策措置を採用してきた。2009年，国家
規模の助成金政策「金太陽示范工程」（「屋上太
陽光発電」）と「金太陽計画」11）が導入され，屋
根置き型の太陽光発電と建物一体型システムを
3 年間で合計500MW以上実現する目標を掲げ
た。太陽光発電の導入量をさらに増やすため，
2009年から固定価格買い取り制度（FIT）が検
討され，その部分的な導入を試み，3 種類の買
い取り価格を設定した。2010年には，西部地域
で大規模太陽光発電所の入札が行われた。これ
らのさまざまな試みの後，2011年 7 月に，中国
初の全国規模の固定価格買い取り制度に関する
「太陽光発電の電力価格政策の通知」を国家発
展改革委員会が発表し，太陽光発電の普及策の
整備を急ぐことになった。中国は，中長期的に
は中部・西部地域において大規模な太陽光発電
所建設を推進し，東南部の経済的に豊かな地域
では屋上太陽光発電を推進する方針を採用して
いる。
　さらに，中国政府が2012年に発表した太陽光
発電に関する 5 ヵ年計画では，中国の太陽光発
電事業者は国際市場をターゲットにし，政府は
業界のさらなる国際化を支援する措置として，
次の目標が設定された。それは，海外展開戦略
を練り，国際競争に参画すること，国際市場で
の地位を固め，影響力を高めること，国際競争
と市場のリスクに耐えられるように能力を高
め，海外投資も実行できることである。さらに，
計画には企業の買収と合併により，企業規模を
大きくすることも想定されている。一方，製造
企業を西部地区に移転し，今後チベット，内モ
ンゴルなどに太陽光発電設備を設置することも
盛り込まれている。
　その結果，現在中国の太陽光発電の導入は迅
速な伸びをみせている。2011年だけをみても
太陽光発電の伸びは著しく，設備容量は300万
kWに上り，太陽熱温水器の集熱面積は 2 億平
方メートルを超えている。太陽光電池に関して
は，2008年以降世界シェアの第 1 位を占めてお
り，2010年には生産能力が 8GWを超え，世界
の 5 割以上を占める水準に達している。そのう
中国，2,131
58％
台湾，408
11％
日本，256
7％
ドイツ，251
7％
マレーシア，
251
アメリカ，112
その他アジア，141
韓国，110 その他欧州，85
合計
3,718万kW
出所）ISEP『自然エネルギー白書2013』第 2 章図 2-13より。
http://www.isep.or.jp/wp-content/uploads/2013/04/JSR2013
図 5　世界の地域別の太陽電池セルの生産量（2011 年）
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ち 6％を国内で消費し94％を国外に輸出してい
る。
　世界の太陽光発電の導入量をみると，2011年
上半期は世界的に不況に直面したにもかかわ
らず，市場の掌握に積極的な中国メーカーは投
資をやめなかった。その結果，2011年の投資額
はおおよそ116億3,000万米ドルになっている。
2011 年の太陽電池の生産量は 2010 年の 2,300
万 kW から 2,950 万 kW へと伸びているが，そ
の生産量の74％を中国と台湾メーカー（台湾
の投資額は約17億9,000万米ドル）が担ってい 
る 12）。
　しかし，急伸した中国の太陽光発電産業は，
二つの大きな問題を抱えている。一つは，生産
能力の過剰と消費の委縮による国内太陽光発電
市場の構造的な不合理性で，もう一つは，消費
市場の海外市場への過度の依存という問題であ
る。
　中国では，各地方政府が再生可能エネルギー
産業の開発に過度な力を注いできたため，加熱
した開発ブームが起こり，そこに国内外からの
投資が過大に追加されたことにより，国内市場
に無秩序な競争と生産能力の増強をもたらし
た。各地方政府はハイテク産業である太陽光発
電産業を新たな「金のなる木」とみなし，政治
的業績と経済的利益を同時に手に入れる言わ
ば一石二鳥の開発事業として，破壊的なまでの
熱意で推進される状況にあった。その結果，中
国の太陽光発電企業は，当初は100社足らずで
あったものが，現在では500社余りにも膨れ上
がり，中国国内の生産能力はすでに30 ～ 40GW
にまで達している。一方，2011年の世界の太陽
光発電設置容量はせいぜい21GWである。つま
り，世界が中国の太陽光発電だけを使ったとし
ても，中国は生産能力の 3 分の 1 から 2 分の 1
を放置して，工場を閉鎖しなければならない状
態におかれている。
　他方，中国の太陽光発電産業に携わる企業は
数100社に上るが，その 8，9 割は国際市場，特
に欧州市場に販売している。ここ数年，業界大
手であれ，中小企業であれ，海外市場の変動リ
スクを顧みず，海外市場だけに目を向け，国内
市場の開拓はおろそかにしてきた。その結果，
債務危機に起因する欧州諸国の太陽光発電市
場の萎縮は，中国の太陽光発電産業の収益を一
気に下落させ，大きな打撃を与えることになっ
出所）ISEP『自然エネルギー白書2013』第 2 章図 2-14より。
http://www.isep.or.jp/wp-content/uploads/2013/04/JSR2013
図 6　世界のメーカー別の太陽電池セルの生産量（万 kW）（2011 年）
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た。
　現在，中国の太陽光発電産業はすでにバブル
化の兆しが現れている。そのバブルが大きくな
ればなるほど，いったん弾けると必然的により
一層広い範囲に深刻な影響が及び，その傷もよ
り深くなる。中国ソーラーネットは，こうした
点について警戒しなければならない局面にあ 
る 13）。
Ⅳ　再生可能エネルギーの成長要因
　 1．国家戦略産業としての位置付けと法整備
による支援
　中国の再生可能エネルギーの発展は目覚ま
しい。その背景には中国政府が再生可能エネル
ギーを国家戦略産業として位置付け，政府主導
による法整備と各種支援策によって強力に推
進してきたことがあげられる。中国政府は2011
年 3 月に発表した第12次 5 ヵ年計画の中で 7
つの業界（省エネ・環境保護，新世代情報技術，
バイオ，先端装備製造，新エネルギー，新素材，
新エネルギー車産業）を戦略的新興産業に指定
し，補助金提供などの支援策を打ち出した。太
陽光発電と太陽熱関連業界も補助金提供の対象
となり，主要業界として位置付けられた。7 つ
の業界には，直接の補助金や税制面の優遇など
が行われ，2011～2015年の 5 ヵ年計画中に合
計で 1 兆5,000億米ドル以上の投資が行われる
ことになった。
　中国は，再生可能エネルギーの発展を単なる
化石燃料の代替や二酸化炭素排出量の削減と
いったエネルギーの構造の問題だけではなく，
日々増しているエネルギーの安全保障とクリー
ンエネルギーによる低炭素社会の実現という戦
略的な意味からも捉えている。そして，それは，
日本の福島原発事故以降，世界的に高まってい
る再生可能エネルギーの開発競争の中で，如何
に競争上の優位に立つかという戦略的目標の意
味も併せもっている。
　中国では早くも2006年 1 月に中国初の「再
生可能エネルギー法」が施行された。再生可能
エネルギーの開発と利用を目的に，当産業の指
導と技術支援，優遇貸付と優遇税制に加え，再
生可能エネルギー発電量の全量購入の義務づ
け（2007年）など，政策的な支援が行われた。さ
らに2007年には，「発電価格とコスト分担管理
法」，「専項資金管理法」，「再生可能エネルギー
の中長期発展計画」と「石油代替エネルギー発
展計画」などが制定された。続く2010年 4 月に
は，再生可能エネルギーの補助金制度などが打
ち切られた場合に備えて「改正再生可能エネル
ギー法」が施行された。
　再生可能エネルギーの将来ビジョンについ
ては，2007年 9 月に発表された再生可能エネル
ギーの中長期発展計画において，再生可能エネ
ルギーの全エネルギーに占める比率を2009年
の約 10％から，2020 年には 15％，2050 年には
30％にまで引き上げることが定められ，これら
の方針によって推進されつつある。
　 2．各種の有力な政策・優遇措置による支援
　上述のような法整備に備え，規制価格政策や
財政優遇措置，そして公的融資措置など再生可
能エネルギーの促進政策が着々に進められた。
規制価格政策としては，固定価格買い取り制度
（FIT），RPS法 14），バイオ燃料義務付け，自然
エネルギー熱利用の義務付けなどが，財政優遇
措置としては，補助金・助成金・リベート，エ
ネルギー生産支給金などが，公的融資措置とし
ては，公的投資・融資・助成金，公的競争入札
などが実施された。
　中国の風力発電設備が急速に拡大している要
因として，再生可能エネルギー利用促進政策が
あげられる。規制価格政策においては，2006年
以降，中国は風力発電に対して地域ごとの固定
電力価格制度を実施し，風力発電の売電価格に
ついては，脱硫設備付石炭火力発電の売電価格
を上回る部分を再生可能エネルギー発展基金
から補填することが規定された。また，風力発
電は既存の送電線との距離に応じて，0.01元～
0.03元/kWの系統連系に対する補助金が支払
われることになった 15）。
中国における再生可能エネルギー事情と課題
Page:10無断転載禁止　
11
Oct. 2014 中国における再生可能エネルギー事情と課題
　財政優遇措置としては，再生可能エネルギー
割増料金の全国分担，再生可能エネルギーに対
する付加価値税の免除，建築物の太陽光発電利
用に対する財政補助や助成金などの政策が取り
入れられた。太陽光発電の助成金には「屋上太
陽光発電」と「金太陽計画」の 2 つがあるが，「屋
上太陽光発電」は，太陽光発電と一体化した屋
根をつけるか，あるいは太陽光パネルを設置す
るかで助成金を受け取ることができる。「金太
陽計画」は，中国政府の承認を受けた認証機関
であるChina General Certificate Center（OGC）
が太陽光発電システムを認証するもので，この
認証を受けたシステムの導入者は助成金をもら
うことができる。こうした補充金や助成金によ
り再生可能エネルギー発電企業の経営状況が改
善されることになった。
　ほかにも，再生可能エネルギー発電の系統連
系に対する補助，発電電力の全量買取り，省エ
ネルギーと電力調達方法などの政策が実施さ
れ，再生可能エネルギー発電の発展に対しての
支援と保障が提供された。風力，バイオ燃料発
電の系統連系に対する補助として実施された卸
価格政策は，再生可能エネルギー発電の規模拡
大と再生可能エネルギー資源の開発を支える強
力な政策として重要な役割を果たした。
　 3．外資優遇策によるプロジェクトの展開
　中国の再生可能エネルギーの外資優遇策につ
いては，2007年に改訂された「外国企業投資産
業指導目録」に集約されているが，その奨励の
対象として，太陽電池製造設備，新エネルギー
関連発電設備，風力，太陽エネルギー，磁力，地
熱，潮汐，波力，バイオマスなど，新エネルギー
関連発電所などがあげられる。
　外資によって進められたプロジェクトの具体
例としては，風力，水力，バイオマス，ごみ発電
があるが，風力発電では，スペインのガメッサ
が山東省の濰坊安丘市南部山区で進められてい
る「歌美颯太平山風力発電プロジェクト」の設
備容量は 4 万 9,500kW，総投資額 5 億 4,000 万
元，また，上海申華と香港中国風電発展の合弁
企業が遼寧省阜新市彰武県曲家溝で推進してい
る「遼寧彰武曲家溝風力発電所プロジェクト」
の設備容量は 4 万9,500kW，総投資額 5 億元の
事業が存在している。
　水力発電では，香港の美亜電力項目（香港）が
広西チワン族自治区融安県で推進する融安水力
発電所の設備容量 1 万8,000kW，総投資額 2 億
元の事業が展開している。
　バイオマスでは，生活ごみ焼却発電所プロ
ジェクトがあるが，その推進主体は香港の創
冠環保（建陽）である。創冠環保は河北省の廊
坊市（ごみ処理量 1 日当たり500トン，投資額
4 億9,000万元），福建省の福清市（600トン，3
億1,000万元），福建省の建陽市（600トン，2 億
7,981 万元），福建省の恵安県（1,200 万トン，4
億8,482万元）で各々推進しているが，これらの
プロジェクトは，いずれも利益が生じた年度を
初年度として，3 年間税金全額免除，その後 3
年間は半額免除となっている 16）。こうした外資
優遇策によるプロジェクトの展開は，中国の再
生可能エネルギーの各分野において，資金，技
術，管理の面で積極的な役割を果たしていると
いえよう。
Ⅴ　再生可能エネルギーの課題
　中国の再生可能エネルギーは急成長をみせて
いる一方，以下にみるように抱えている課題も
山積している。中国にとって，如何にその課題
を解決して，さらなる発展につなげるか，これ
から問われる問題である。
　 1．遠距離送電網の整備の急務
　中国は，西南地区の水力資源や東北，華北，
西北と沿海部の風力資源，そしてチベット，青
海，新疆等の太陽エネルギー資源など，その開
発潜在力は大きいが，開発に当たっては電力網
がボトルネックになっている。つまり，発電し
た電力を如何に輸送するかが依然として最大な
課題となっている。
　中国の風力資源は「華北」「東北」「西北」と呼
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ばれる三つの地域に集中化され，この地域だけ
で中国全体の約 8 割を占めている。太陽光発電
の場合も西北地域だけで全体の約 7 割を占めて
いる。こうした風力資源は負荷地域から遠く，
それぞれの風力発電所の発電規模が大きいなど
の特徴をもっている。そのため，現地のみでは
電力消費が不可能となり，遠距離送電網の整備
が必要不可欠となっている。また，風力発電設
備が主に北部の遠隔地に立地し電力グリッドの
末端にあるため，電力グリッドの送電能力が低
く，風力発電と電力グリッドの接続が困難な状
況となっている。
　風力発電は，風車を建てるだけで済むことで
はなく，風車の近くまで送電線が配置されない
と電力として使えない。辺地には風車が設置さ
れているものの，系統連系ができていないため
に，風力発電の系統連系は風力発電の規模拡大
にとって最大のネックとなっている。　
　こうした系統連系問題や電力グリッドの風
力電量吸収能力の問題は，風力発電の運転停止
を余儀なくされるが，それによる風力発電の運
転停止の比率は，2011年には12％を超え，石油
換算でいえば約231万toeが利用されなかった
ことになる。そのため，風力発電企業は50億元
以上の機会損失を出したが，これは風力発電産
業の利益の50％に相当する。また，系統連系風
力発電設備の稼働時間数は，2010年の2,047時
間から2011年には144時間減少の1,903時間に
低下している。その一方で，同時期の火力発電
の稼働時間数は逆に263時間も増加することに
なった 17）。
　また，すでに電力グリッドと繋がっている風
力発電設備でも，発電が制限されるケースは頻
繁に存在している。その結果，一部風力発電所
のロスは30％以上にも達している。2009年に
おける中国の風力発電は，全体で10％程度のロ
スがあったといわれている。また，電力グリッ
ドの要請により，系統連系に 1 年間もかかった
ケースもある。
　中国風力協会の調査によると，2011年の 1 年
間に，電力グリッド管理センターから風力発電
所に対して発電制限を指令したために制限され
た電力量は，約59.8億kWhにも上っている。特
に内モンゴルでは，風力発電所に制限された電
力量は35.9億kWhになっている。また，電力グ
リッドの建設が遅れ，風力発電の送電が難しい
状況が生じている。たとえば，内モンゴルでは
430万kWの風力発電設備が送電能力の制約の
ため，夜間は運転できないという状況になって
いる。このことは，風力発電企業の経営にとっ
ては大きな痛手となっている。
　こうした日増しに顕著になっている風力発電
並びに太陽光発電の機会損失を解決するため，
国家能源局は最近新エネルギー電力系統連系監
督管理を始動することにした。これにより，電
力網のボトルネックを解消し，新エネルギー産
業を再び活性化する上で大きな役割を果たすで
あろう。
　 2．カギを握る高すぎるコストの引き下げ
　高すぎるコストを如何に下げるかは再生可能
エネルギーのさらなる開発にとってもう一つの
大きな課題である。中国の再生可能エネルギー
大規模開発事業管理弁公（事務）室の周鳳起主
任によると，再生可能エネルギーの電力利用で
は，風力発電が最も商業化が進んでいるが，コ
ストは火力発電よりも高く，ソーラー発電はさ
らにコストがかかり，火力発電の数倍から10倍
にもなるといわれている。そのため，コスト引
き下げこそが再生可能エネルギーの大規模開発
の鍵を握っているといっても過言ではない。風
力発電は大規模開発によって短期間で大幅にコ
ストを引き下げ，市場競争を展開することが可
能で，2010年からは価格面で火力発電と競争が
できるようになるといわれている。
　中国の風力発電は主要部品を輸入に依存し
ているため，たしかにコスト打開の鍵は技術に
ある。技術の進歩を促進し，装備の国産化を進
めることが風力発電開発の基本方針である。ま
た，ソーラー発電の場合，パネルの効率が低い
ことはコスト高の主な原因である。そのため，
重点研究を通して産業化を支援し，速やかに高
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純度の多結晶シリコン材料の生産技術を把握し
て大規模生産を実現することが不可欠である。
　また，風力発電設備の製造スタンダード（基
準）が未整備であるため，その発電効率は低い。
中国の風力発電設備の平均利用率は20％前後
で，国際平均水準の25％～ 30％を下回る状況
にある。これは電力グリッドの問題もあるが，
最大の問題は風力発電設備，特に風車の品質が
低いことにある。
　風力発電機の品質問題も見逃せない。風力発
電機は必ず 3 年間の試運転を経てから市場に投
入するのが一般的である。しかし，中国は国産
化を急ぎすぎたため，試運転に関する規定を大
幅に緩和して，試運転をしないまま本格的な設
置・稼働に入ってしまったケースが少なくない。
その結果，設置中あるいは稼働中に風力発電機
が丸ごと倒れ，メイン軸が折れ，モーターが火
を噴き，ギアボックスが破損し，翼が折れるな
どの事故が多発することになった 18）。こうした
事情が風力発電コストの引き下げを大きく遅ら
せている。
　 3．必要不可欠な整備された政策体系とイン
センティブ政策
　中国の新エネルギー産業は急速に発展してい
る一方，産業体系の不健全，国内市場の未成熟，
政策体系の不備，コアテクノロジーの対外依存
など大問題が付きまとっている。中国は過去数
年，新エネルギー産業の発展を推進するため，
「再生可能エネルギー法」や「再生可能エネル
ギー中長期規画」など一連の政策法規を制定し
たが，「系統連系電力価格法」に類する市場推進
法案は制定されておらず，そのため市場化の推
進は遅れを取っている。また，現行の法規では，
事業の許認可，資金配分の転換，価格メカニズ
ムなど統一的な協調の仕組みについては明確な
規定がなく，依然として整った政策体系が整備
されておらず，市場のニーズに応じることが出
来ない状況におかれている 19）。
　また，再生可能エネルギーの開発は技術的に
はまだ未成熟であり，投資のリスクが大きく，
そのコストも高い。そのため，市場に委ねるだ
けでは発展の余地は限られている。さらなるイ
ンセンティブ策が必要不可欠で，政府が主導的
役割を発揮しなければならない。中国は，法整
備，優遇税制，補助金，専門基金等の再生可能
エネルギー開発支援策を次々と打ち出してい
るが，まだ不十分であり，その政策体系も整っ
ていない。一層の強化と更なる補強が必要であ 
る 20）。
　インセンティブ策の中でも，再生可能エネル
ギーの価格政策問題が極めて重要である。特に
風力の場合，風力発電は大規模開発の段階に進
んでおり，その意味で売電価格が風力発電産業
の発展に決定的な影響を与えることになる。
　補助金による支援策と目標管理の規則も重要
である。風力発電の場合，電力に対する補助が
少ないため，電力企業は再生可能エネルギー発
電に対しては消極的である。中国の再生可能エ
ネルギー法によると，電力企業は全体発電力に
占める再生可能エネルギー発電の比率を2015
年に 1％とし，2020年には 3％にすると明記し
ているが，電力系統がこの指標を実施しなくて
も罰則がないため，現時点では，実現の可能性
は危ぶまれている。
Ⅵ　終わりに
　中国の経済社会においてエネルギー問題は，
中国経済が持続可能な発展を実現するカギを
握っている。そのため，中国では，再生可能エ
ネルギーの開発・利用を精力的に推進している。
現在中国は再生可能エネルギー開発規模が最も
大きい国として，発電設備容量，新規導入規模，
投資額，関連産業への雇用などで世界の先頭に
立っている。
　しかし，他方では数多くの問題を抱えてい
る。送電網の未整備，発電コストの高さ，売電
価格の不均衡，発電設備の品質の低さ，インセ
ンティブ策の不備，技術と人材の不足などがそ
れである。これらの問題は，今後推進される再
生可能エネルギー発展のボトルネックになって
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いる。そのなかでも，現在よく指摘されている
産業体系の不健全による「生産過剰」と「供給
不足」のジレンマ，国内市場の未成熟による再
生可能エネルギー市場の海外依存度の高さ，そ
して，コアテクノロジーの海外依存と自主イノ
ベーション能力の弱さ，高い開発コストおよび
再生可能エネルギーに対する社会の認知や市場
環境の不備などがその代表例である。
　これらの問題への適切な解決策なしで，現在
の再生可能エネルギーの急拡大路線が続けば，
設備の増強，新規導入規模の拡大ばかりが先行
されてしまって，本来の目標であるエネルギー
の安全確保，エネルギー源の多様化，CO2 削減
による環境問題の改善，ひいては都市と農村と
の経済格差の解消などといった戦略的目標の実
現が遠ざかってしまう恐れがある。そのため，
中国は再生可能エネルギーの発展において，単
なる生産拡張のための補助金支援に傾くのでは
なく，産業発展の基盤整備を通した「健全でか
つ持続可能な」拡大路線を歩まなければならな
い。すなわち，再生可能エネルギー市場の戦略
性，長期性，複雑性を十分に認識したうえで，
エネルギー生産と消費における再生可能エネル
ギーの比率を大幅に高め，グリーンエネルギー
による低炭素社会，循環型経済社会を実現しな
ければならないといえる。
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